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様式9 
〔学校部門 単学年〕                                           ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7211-018 えだっこ川環境応援隊 いの町立枝川小学校 

所在地 吾川郡いの町枝川2964-1 対象河川名  
対象学年 ４学年（５４人）     主たる教科 総合的な学習の時間 

河川教育の目標 

【知・理】   ・水害の歴史や治水施設の役割を知る。 

         ・ハザードマップの見方が分かる。 

【思・判・表】・枝川地区の土地の特徴や水害について調べたり，考えたりしたことを 

まとめ，発表できる。 

       ・治水施設の役割やいの町の対策についてまとめることができる。 

【人間性】  ・自分たちの安全のために，自分にできることを考え，実践しようとし 

ている。 

             ・マイ・タイムライン作りを通して、避難準備に必要な事柄について考 

えている。 

育成したい資

質・能力 

自然災害の危険性、安全で安心な社会づくりの意義を理解し、安全な生活を実現するために必要な

知識や技能を身に付けること 
 
 
 

学習活動の内容と成果 

【学習活動内容】 
・いの町を流れる河川や枝川の水害の歴史について知る。 
・水害や河川について疑問や不思議を出し合う。 
・出し合った疑問や不思議を調べ、ロイロノートにまとめる。 
・枝川の水害被害といの町の水害対策を知る。 
・治水施設の役割を知る。 
・治水施設（宇治川排水機場と新日下川放水路）の見学をする。 
・いの町役場の方とマイ・タイムラインを作成する。 
・自主防災組織の方から避難の仕方を学ぶ。 
・いの町役場の方と３Dハザードマップから、自分の家の浸水状況を確かめる。 
・１年間の学習のまとめを３年生に発表する。 
 
【成果】 
・水害を経験していない児童が、枝川地区の過去の水害の写真や被害概要を知ることで、自分事として学習に積極的  
 に取り組む様子が見られた。 
・１２月末に行ったマイ・タイムライン作りを通して、避難準備に必要な事柄を知り、防災意識が高まった。 

学びの創意工夫

点 

・治水施設の見学 
・関係機関との連携 
・自主防災組織など地域を巻き込んだ学習の展開 

河川教育を通じ

て見られた子ど

もの変容 

・いの町を流れる仁淀川や宇治川への理解が深まった。 
・枝川地区の宇治川氾濫による水害の歴史や治水対策を知り、地域の避難所を調べたり災害への備

えを考えたりするなど、防災意識の高まりが感じられた。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
・出前授業にて枝川地区の水害の歴史や治水対策の概要の説明 

・治水施設の見学案内 

成果発表 
成果作品 発表方法 

ロイロノート  

今後の課題・展開 



 

【課題】 

・３D ハザードマップから、自分の家を見つけられなかった児童が複数名いたため、全員が浸水状況を確かめられた

わけではなかった。 

・マイ・タイムライン作成において、様式が大人向けであったため記入内容が難しかった。そのため、様式を小学生

向けにするなど、工夫が必要であった。 

【展開】 

・河川に関連して水害を主に扱った。今後は防災だけでなく、河川の水質調査やごみ拾いなどができたらよいと感じ 

 ている。 

・キーワードとなる言葉にアンダーラインを引いて下さい。 

 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【単学年】

1.助成事業名 　 えだっこ　川環境調査隊

2.河川教育の目標 身近な川に興味をもち，川の様子やそこに住む生き物について調べ発信する活動や先人の川との関わりの学習を通して、表現する力・行動する力を育てるとともに、人の暮らしと川の関わりについての理解を深める。

いの町立枝川小学校 　Ｓ２４００５８

3.育成したい資質・能力
身近な川に興味をもち，川の様子やそこに住む生き物や環境との関係について興味をもち、各々が課題を設定し、解決方法について考え，関係機関や地域の人たちにも助けてもらいながら，自分自身や友達と協力して解決しようと
している。調べたことや経験したこと、分かったことを発信する活動を通して、他者に表現したり・自ら行動したりする活動を通して、人の暮らしと川の関わりについての理解を深めている姿。

4.学年／人数 第４学年 ５２名

5.単元構想

主たる教科： 総合 関連教科： 理科，社会，国語 １５時間 主たる教科： 総合 関連教科： 理科，社会，国語 １７時間 主たる教科： 総合 関連教科： 社会，国語 ２２時間

１．身の回りの

川について知

ろう。

〇仁淀川と宇

治川について

知っていること

を出し合おう。

そして比べよう

１．仁淀川の

実態を探ろう。

〇仁淀川の

水質や生き

物、自然環

境を調査す

る。

１．仁淀川に

ついて調査し

よう。

〇地域や自然

との関わりに

ついて調べる。

１．仁淀川と

共存してきた

地域、自然に

ついて考えよ

う。

〇地域や自

然との関わり

について調べ

る。

２．宇治川と

同じ水系の川

をきれいにす

るためのプロ

ジェクトを考え

る

１．清流 仁

淀川の流域

で栄えてきた

紙づくりにつ

いて学び，先

人の苦労や

思い，自分た

ちが引き継ぐ

べきことにつ

いて，考える。

１．宇治川

をきれいに

するため

のプロジェ

クトを考え、

実践しよう。

１．プロ

ジェクトを

実践しよう。

２．発信し

よう。

単元名 仁淀川・宇治川の特徴を知り，取り巻く環境をふくめて川とどのように関わっていくいくか考単元名 宇治川ってどんな川 単元名 仁淀川・宇治川について調べよう

・宇治川・に淀川の実

態を知るために、どの

ような方法がるか、考え、

表現している。 ・考え

たアイデアを実現する

方法を表現している。

・宇治川・仁淀川の

調査方法について決

めて活動している。・

友達と協力して課題

解決にあたっている。

・に淀川と宇治川の違

いについて考えを表

現している。

・川に関わる課題にを

個々やグループで考

え設定している.
・考えた課題の解決に

向けた方法について

考えている.

・グループごとに考え

た課題の解決方法を

もち、協力して課題解

決に取り組んでいる。

１．発信しよ

う

・学習した内容につい

て、相手を決め、その

対象にあった表現方

法を考え、伝えるてい

る。

１．一年間

の活動を振

り返り、活動

のまとめを

しよう

学習したことから、これか

らの川との向き合い方を

個々に考え、自分の考え

を表現することができる。

○宇治川が仁淀川の支流であることを理解している

○宇治川の実態を探ろう

○宇治川と仁淀川の違いを資料や調査して調べよう。

○それぞれの川の特徴や、取り巻く環境を含めて考えることがで

きる。

○宇治川と仁淀川の水を採取し、水質調査などを行い、それぞれの川の水質、

水辺の様子の違いについて調べることができる。その結果を考察し、次の活動

について、計画することができる。

○水害の歴史について理解する。

○仁淀川・宇治川，それぞれ川の特徴を理解している。

○川を取り巻く環境について理解し、自分たちにできることを考えることがで

きる

○この学習で学んだことを他者へ向けて発信することができる。

１．宇治川の

実態を探ろう。

〇宇治川の水

質や生き物、

自然環境を調

査する。

１．宇治川の課

題を見つけよう。

〇過去の水害

の歴史や宇治

川の河川工事

完成式典などか

ら，地域の課題

を見出し、課題

を明確にする。

１．宇治川の実

態を探ろう。

〇宇治川の水

質や生き物、自

然環境を調査

する。

・仁淀川の自然や流域の様子を継続して調べる活動を通して、仁淀川の水質が地域の

人の努力によって支えられていることを知り、それを宇治川の環境保全に生かすことが

できる。

・流域で栄えた紙づくりについて，博物館見学や紙漉き体験，学習内容をから，先人の

思いや紙づくりについてのこれからについて，自分考えをもち発信している.





 

〔学校部門〕  実施内容が分かる資料                           ［活動状況写真］ 

助成番号 助成事業名 校名 

2024-7211—018- えだっこ川環境応援隊 高知県 いの町立枝川小学校 

 
学習活動名：防災参観日（地域の砂災害の危険性を知る） 
       
日 付 ：６．１５ 
 
 
 
 
    

学習活動名：防災参観日（地域で大雨が降った時の状況を 
      ３Dで見る） 
日 付 ：６．１５ 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

学習活動名：１学期学習のまとめ 
日 付 ：７月 

  

  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 

 

 

orihara  kaho
長方形

orihara  kaho
長方形

orihara  kaho
長方形



 

学習活動名：いの町役場の出前授業 
      「枝川地区の水害被害の様子とその対策ついて」 
日 付 ：９．２７ 
 
 
 
 
 
    

学習活動名：いの町役場の出前授業と地域のフィールド 
      ワーク 
     「枝川地区の水害被害の様子とその対策ついて」 
日 付 ：９．２７ 
 
北浦ポンプ場 東浦ポンプ場 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 
 
学習活動名：高須浄化センター見学 
日 付 ：１０．１１ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 

  

 

 
 

 
 

 
 

  

  



 

 
 

学習活動名： 
日 付 ： 
見られた子どもの姿： 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習活動名：調べたことを報告しよう 
      下級生（３年生）に発表しよう 
 
日 付 ：１２．１７ 
      ３．１ 
見られた子どもの姿： 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

orihara  kaho
長方形

orihara  kaho
長方形



 

様式14-3 
〔学校部門〕単学年・複数学年                                       ［見られたこどもの変容］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7211-018 えだっこ川環境応援隊 いの町立枝川小学校 

 
学年：４年 
学習活動名 ：マイ・タイムライン作り 
見られた子どもの変容：ハザードマップで、自分の家の浸水

状況を確認したことで、水害時の危険について真剣に考え

る姿が見られた。子どもからは、「うちは色が濃い所やき、

このまま何もしなかったらやばいやん（危ないの方言）」な

ど、日頃からできる対策を考えようとしていた。 
 
 

 
 
    

学年：４年 
学習活動名：新日下川放水路見学 
見られた子どもの変容：治水施設の役割について教えていた

だいた後、あまりイメージが湧かない様子であったが、実

際に放水路を歩くことで、増水時の水の行方や放水路の役

割を実感できた様子がうかがえた。 
 
 
 
 
 

       学年：４年 

学習活動名：宇治川排水機場 
見られた子どもの変容：排水機場の役割をクイズ等で分かり

やすく説明いただいたことで、それぞれの部位がどんな役

割を担っているのか興味深く見学する様子が見られた。 
 
 
 

 
 
 

 
注1） 子どもの変容が分かる写真を掲載し、その変容が見られた学習活動名、見られたこどもの姿（変容）を記載してください。その際、

できる限り子どもが発した言葉などを拾い上げてください。 

注2） 全ての活動について載せる必要はありません。 

   
 

 
子どもの変容を的確に捉えた、学習

活動の写真（あるいは絵画、作文な

ど）を掲載してください。 
 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学習

活動の写真（あるいは絵画、作文な

ど）を掲載してください。 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学習

活動の写真（あるいは絵画、作文な

ど）を掲載してください。 
 
 
 
 

orihara  kaho
長方形
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